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ス
マ
ホ
で
視
聴

　
で
き
ま
す
▼

三
み

浦
うら

　 千
ち

尋
ひろ

議員

本
町
政
策
予
算
の
考
え
方
は

将
来
世
代
へ
の
戦
略
的
投

資
を
重
視

町　長

 

問 　

基
金
運
用
は
町
内
へ
の
投
資

で
あ
り
、
短
期
・
中
期
・
長
期
の
利

益
が
将
来
の
町
の
基
盤
を
つ
く
る
も

の
で
あ
る
と
考
え
る
。
国
の
基
金
が

急
増
し
、
運
用
の
不
透
明
性
が
指
摘

さ
れ
て
い
る
と
の
報
道
も
あ
る
が
、

地
方
の
基
金
に
ま
で
影
響
が
及
ぶ
懸

念
は
な
い
か
伺
う
。

 

町
長 　

基
金
は
将
来
へ
の
備
え
と

成
長
を
引
き
出
す
財
源
と
し
て
活
用

し
て
い
る
。
財
政
調
整
基
金
の
過
多

が
交
付
税
に
影
響
す
る
と
の
議
論
は

国
に
あ
る
が
、
地
方
の
基
金
運
用
に

国
が
直
接
介
入
す
る
こ
と
は
妥
当
で

は
な
い
と
考
え
る
。

 

問 　

自
主
財
源
比
率
の
向
上
は
自

自
主
財
源
比
率
と
今
後
の
見

込
み
は

治
体
財
政
と
地
域
経
済
の
活
性
化
を

示
す
重
要
な
指
標
で
あ
る
。
防
衛
調

整
交
付
金
の
基
金
積
立
を
勝
ち
取
っ

た
成
果
を
高
く
評
価
す
る
。
今
後
の

見
通
し
を
伺
う
。

 

町
長 　

令
和
４
年
度
以
降
は
回
復

基
調
で
あ
り
、
概
ね
50
％
で
推
移
す

る
と
見
込
む
。
調
整
交
付
金
の
基
金

繰
入
と
ふ
る
さ
と
納
税
の
二
本
柱
で
、

50
％
を
維
持
・
確
保
し
て
い
く
。

企
業
誘
致
に
つ
い
て

 

問 　

F-

35
B
整
備
拠
点
の
誘
致
、

ス
マ
ー
ト
Ｉ
Ｃ
周
辺
開
発
、
三
納
代

地
区
の
企
業
誘
致
は
二
度
と
な
い
好

機
で
あ
り
、
全
町
を
挙
げ
て
早
急
に

取
り
組
む
べ
き
と
考
え
る
。
町
の
方

針
を
伺
う
。

 

町
長 　

関
連
企
業
へ
の
働
き
か
け

は
既
に
行
っ
て
お
り
、
可
能
性
を
探

り
な
が
ら
タ
イ
ミ
ン
グ
を
模
索
し
て

い
る
。
県
内
に
は
半
導
体
関
連
企
業

が
46
社
あ
り
、
誘
致
の
可
能
性
は
あ

る
と
考
え
る
。

F-

35
B
騒
音
対
策
に
つ
い
て

 

問 　

F-

35
B
の
騒
音
は
音
質
・
音

量
と
も
増
大
し
て
お
り
、
調
査
の
ス

ピ
ー
ド
ア
ッ
プ
と
防
音
工
法
の
再
考

が
必
要
と
考
え
る
。
町
の
対
応
を
伺

う
。

 
町
長 　

F-

35
B
の
運
用
に
適
し
た

防
音
工
事
と
な
る
よ
う
、
防
衛
省
に

対
し
継
続
し
て
要
望
し
て
い
る
。
重

低
音
で
体
に
響
く
と
の
住
民
の
声
も

把
握
し
て
お
り
、
適
切
な
対
策
を
求

め
て
い
く
。

 

問 　

難
聴
を
訴
え
る
住
民
の
声
が

増
え
て
い
る
。
セ
ッ
ト
健
診
に
聴
力

検
査
を
加
え
る
べ
き
と
考
え
る
が
、

町
の
見
解
を
伺
う
。

 

町
長 　

町
民
の
健
康
把
握
の
た
め

と
し
て
、
実
施
は
可
能
で
あ
る
と
考

え
る
。
財
源
も
含
め
検
討
し
た
い
。

移
転
対
象
者
の
宅
地
確
保
に

つ
い
て

 

問 　

代
替
地
不
足
に
よ
り
町
外
へ

移
転
せ
ざ
る
を
得
な
い
事
例
が
生
じ

て
い
る
。
町
の
存
亡
に
関
わ
る
課
題

と
捉
え
る
が
、
町
の
対
応
を
伺
う
。

 

町
長 　

町
外
移
転
は
人
口
減
少
に

つ
な
が
る
重
大
問
題
で
あ
る
。
区
域

見
直
し
に
伴
い
、
将
来
の
宅
地
確
保

の
必
要
性
を
踏
ま
え
、
引
き
続
き
検

討
す
る
。

就労場所で人口維持を

住まいづくりと農地保全の両立へ
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ス
マ
ホ
で
視
聴

　
で
き
ま
す
▼

基
準
を
満
た
す
か
再
検
証

が
必
要

町　長

今
いま

村
むら

行
ゆき

信
のぶ

議員

現
行
の
防
音
工
事
は
Ｆ-

35
Ｂ

の
騒
音
に
適
し
て
い
る
か

問

F-

35
B
の
運
用
が
始
ま
り
、

防
音
工
事
が
完
了
し
て
い
る
住
宅
に

お
い
て
も
、
受
忍
限
度
を
超
え
る
騒

音
に
よ
り
「
会
話
が
で
き
な
い
」

「
や
か
ま
し
く
て
耳
栓
が
必
要
」

「
テ
レ
ビ
の
音
が
聞
こ
え
な
い
」
な

ど
の
声
を
聞
く
。
私
自
身
も
何
度
も

経
験
し
て
い
る
。
こ
れ
は
、
防
音
工

事
後
に
遮
音
性
能
が
低
下
し
て
い
る

か
、
あ
る
い
は
現
行
の
住
宅
防
音
工

事
で
は
対
応
で
き
て
い
な
い
の
で
は

な
い
か
と
考
え
て
お
り
、
ま
ず
遮
音

性
能
を
調
べ
る
こ
と
が
重
要
だ
と
考

え
る
が
、
町
長
の
認
識
を
伺
う
。

町
長　

現
在
の
F-

35
B
の
ス
ロ
ー

ラ
ン
デ
ィ
ン
グ
時
の
騒
音
に
対
し
て
、

防
音
工
事
の
機
能
が
十
分
に
発
揮
さ

れ
て
い
る
の
か
に
つ
い
て
は
、
調
査

を
行
う
よ
う
要
望
し
て
い
る
。
防
音

工
事
が
完
了
し
た
住
宅
に
つ
い
て
も
、

機
能
が
発
揮
さ
れ
て
い
る
か
検
証
が

必
要
で
あ
る
と
考
え
て
お
り
、
今
後

も
し
っ
か
り
議
論
し
て
ま
い
り
た
い
。

飛
行
訓
練
の
回
数
は

問　

現
在
８
機
が
配
備
さ
れ
、
昨

年
11
月
か
ら
訓
練
が
始
ま
り
４
カ
月

が
経
過
し
た
。
住
民
の
騒
音
負
担
も

増
え
て
き
て
い
る
。
今
年
２
月
の
目

視
調
査
で
確
認
さ
れ
た
訓
練
飛
行
回

数
と
最
大
騒
音
値
を
伺
う
。

町
長
（
基
地
対
策
課
長
）　

２
月

は
６
機
が
訓
練
を
実
施
し
、
日
中
は

２
１
０
回
、
夜
間
は
42
回
を
確
認
し

た
。
最
大
騒
音
は
１
１
７
．
３
デ
シ

ベ
ル
で
あ
る
。

N
H
K
受
信
料
の
復
活

問　

平
成
30
年
度
に
Ｎ
Ｈ
Ｋ
受
信

料
補
助
が
廃
止
さ
れ
た
が
、
Fｰ

35
B
の
騒
音
に
は
効
果
が
な
い
の
で

あ
れ
ば
、
受
信
料
補
助
を
復
活
し
て

も
問
題
な
い
と
考
え
る
が
、
町
長
の

認
識
を
伺
う
。

町
長　

補
助
金
適
正
化
法
に
よ
り

廃
止
と
な
っ
た
制
度
で
あ
り
、
復
活

さ
せ
る
こ
と
は
難
し
い
と
考
え
る
。

国
が
防
音
工
事
の
機
能
を
高
め
、
今

後
は
国
が
防
音
対
策
と
財
源
措
置
を

し
っ
か
り
行
う
こ
と
が
重
要
で
あ
る

と
考
え
る
。

新
田
西
地
区
圃
場
整
備
事
業

に
つ
い
て

問　

新
田
西
地
区
圃
場
整
備
事
業

の
進
捗
状
況
と
工
事
着
手
の
時
期
に

つ
い
て
伺
う
。

町
長　

相
続
未
了
地
の
発
生
や
所

有
者
不
明
地
の
確
認
な
ど
に
時
間
を

要
し
た
こ
と
で
、
基
本
設
計
に
遅
れ

が
生
じ
、
令
和
８
年
度
中
の
着
手
は

困
難
と
な
っ
た
。
現
在
は
関
係
機
関

と
相
互
に
協
力
し
、
相
続
問
題
等
の

解
決
に
向
け
て
取
り
組
ん
だ
結
果
、

一
定
の
目
途
が
つ
い
た
。
今
後
は
基

本
設
計
、
営
農
計
画
、
換
地
計
画
等

の
事
業
推
進
を
図
り
、
早
期
の
工
事

着
手
を
目
指
し
て
い
る
。

早期整備で生産効率向上に期待

飛行実態を確かな記録に
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ス
マ
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で
き
ま
す
▼

揖
い び

斐　 兼
かねひさ

久 議員

F-

35
B
に
関
し
て
自
衛

隊
と
の
交
渉
に
つ
い
て
伺
う

 

問 　

 

F-

35
B
着
陸
訓
練
に
つ
い

て
、
基
地
と
の
協
定
等
は
あ
る
の
か

伺
う
。

 

町
長 　

協
定
は
締
結
し
て
い
な
い

が
、
防
衛
省
・
新
田
原
基
地
・
町
の

三
者
間
で
、
飛
行
ル
ー
ト
の
調
整
や

騒
音
対
策
、
防
音
工
事
な
ど
に
つ
い

て
継
続
的
に
協
議
し
て
い
る
。

 

問 　

一
人
２
万
円
の
生
活
環
境
影

響
対
策
給
付
金
は
英
断
で
あ
る
。
朝

８
時
〜
８
時
15
分
の
離
陸
自
粛
を
調

整
し
て
ほ
し
い
が
町
長
の
考
え
を
伺

う
。

 

町
長 　

訓
練
時
間
帯
の
調
整
は
重

要
で
あ
り
、
朝
の
時
間
帯
や
夜
間
の

騒
音
軽
減
に
つ
い
て
引
き
続
き
調
整

を
進
め
る
。
住
民
負
担
を
少
し
で
も

減
ら
す
た
め
、
継
続
的
に
協
議
を
行

っ
て
い
く
。

 

問 　

整
備
拠
点
誘
致
の
現
状
は
。

 

町
長 　

関
係
機
関
と
課
題
整
理
を

進
め
て
お
り
、
実
現
性
を
見
極
め
な

が
ら
検
討
を
継
続
し
て
い
る
。

危
機
管
理
に
つ
い
て

 

問 　

防
犯
カ
メ
ラ
設
置
に
つ
い
て
、

次
年
度
は
何
か
ら
着
手
す
る
の
か
。

 

町
長 　

防
犯
カ
メ
ラ
は
犯
罪
抑
止
、

行
方
不
明
者
の
捜
索
、
児
童
生
徒
の

見
守
り
な
ど
に
効
果
が
大
き
い
。
一

方
で
、
プ
ラ
イ
バ
シ
ー
保
護
や
映
像

デ
ー
タ
の
扱
い
な
ど
慎
重
な
検
討
が

必
要
で
あ
る
。
ま
ず
は
設
置
・
運
用

に
関
す
る
ル
ー
ル
づ
く
り
を
行
い
、

閲
覧
権
限
、
保
存
期
間
、
撮
影
範
囲

な
ど
を
明
確
化
す
る
。

農
業
関
連
に
つ
い
て

 

問 　

国
の
農
業
構
造
転
換
集
中
対

策
を
踏
ま
え
、
新
富
町
の
農
業
を
ど

う
進
め
る
べ
き
か
町
長
の
考
え
を
伺

う
。

 

町
長 　

農
業
は
本
町
の
基
幹
産
業

で
あ
る
。
水
田
農
業
で
は
農
地
の
フ

ル
活
用
と
高
性
能
機
械
の
導
入
に
よ

る
生
産
性
向
上
、
施
設
園
芸
で
は
環

境
制
御
装
置
等
に
よ
る
省
エ
ネ
化
、

畑
作
で
は
ド
ロ
ー
ン
活
用
に
よ
る
省

力
化
、
耕
畜
連
携
に
よ
る
資
源
循
環

型
農
業
の
推
進
、
畜
産
で
は
自
給
飼

料
の
確
保
な
ど
を
進
め
て
い
る
。
今

後
は
ス
マ
ー
ト
農
業
の
導
入
、
担
い

手
確
保
、
圃
場
の
集
約
化
、
基
盤
整

備
を
計
画
的
に
進
め
、
持
続
可
能
な

農
業
の
確
立
と
所
得
向
上
を
図
る
。

一
ツ
瀬
川
県
民
ス
ポ
ー
ツ
セ

ン
タ
ー
に
つ
い
て

 

問 　

ゴ
ル
フ
場
の
今
後
の
方
向
性

に
つ
い
て
伺
う
。

 

町
長 　

県
企
業
局
か
ら
施
設
休
止

と
今
後
の
在
り
方
検
討
の
意
向
が
示

さ
れ
た
が
、
町
民
利
用
の
多
さ
、
従

業
員
の
雇
用
、
コ
ー
ス
維
持
の
観
点

か
ら
、
町
が
運
営
を
引
き
継
ぐ
方
向

で
協
議
を
進
め
て
い
る
。
土
地
・
建

物
の
将
来
的
な
譲
渡
を
見
据
え
覚
書

を
締
結
し
、
令
和
８
年
度
は
貸
付
を

受
け
て
運
営
す
る
。
条
例
案
お
よ
び

指
定
管
理
料
予
算
案
を
提
出
し
て
お

り
、
４
月
の
再
開
に
向
け
準
備
を
進

め
て
い
る
。

防
衛
省
お
よ
び
基
地
と
、
し
っ
か

り
と
交
渉
・
調
整
を
行
っ
て
い
く

町　長

変わらない憩いを、次の世代へ

街をそっと支える安心の目
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令和８年１月臨時会　議案等の審議結果

令和８年３月定例会　議案等の審議結果

番　号 件　名 結　果
議案第　１号 令和７年度新富町一般会計補正予算 可決 全員
承認第　１号 専決処分の承認を求めることについて(令和７年度新富町一般会計補正予算) 承認 全員

番　号 件　名 結　果

議案第　２号 令和７年度新富町一般会計補正予算 可決 全員
議案第　３号 令和７年度新富町国民健康保険特別会計補正予算 可決 全員
議案第　４号 令和７年度新富町介護保険特別会計(保険事業勘定)補正予算 可決 全員
議案第　５号 令和７年度新富町後期高齢者医療特別会計補正予算 可決 全員
議案第　６号 令和７年度新富町介護保険特別会計(介護サービス事業勘定)補正予算 可決 全員
議案第　７号 令和８年度新富町一般会計予算 可決 全員
議案第　８号 令和８年度新富町国民健康保険特別会計予算 可決 全員
議案第　９号 令和８年度新富町介護保険特別会計(保険事業勘定)予算 可決 全員
議案第１０号 令和８年度新富町後期高齢者医療特別会計予算 可決 全員
議案第１１号 令和８年度西都児湯情報公開・個人情報保護審査会特別会計予算 可決 全員
議案第１２号 令和８年度新富町土地取得特別会計予算 可決 全員
議案第１３号 令和８年度新富町介護保険特別会計(介護サービス事業勘定)予算 可決 全員
議案第１４号 新富町一ツ瀬川スポーツレクリエーション施設の設置及び管理に関する条例 可決 全員
議案第１５号 一般職の職員の給与に関する条例の一部を改正する条例 可決 全員
議案第１６号 職員の勤務時間、休日及び休暇に関する条例の一部を改正する条例 可決 全員
議案第１７号 新富町国民健康保険税条例の一部を改正する条例 可決 全員
議案第１８号  新富町重度心身障がい等児童福祉手当支給条例の一部を改正する条例 可決 全員
議案第１９号 新富町重度障がい者(児) 医療費助成に関する条例の一部を改正する条例 可決 全員
議案第２０号 使用料改正に伴う関係条例の整理に関する条例 可決 全員

議案第２１号 工事請負契約の締結について (令和７年度 再編関連訓練移転等交付金事業富田浜入
江線道路改良工事(２工区)) 可決 全員

議案第２２号 物品売買契約の締結について (令和７年度 職員用パソコン購入 (その２)) 可決 全員

議案第２３号 物品売買契約の締結について (令和７年度 新富町貨物自動車 (スライド式ダンプト
ラック) 購入) 可決 全員

議案第２４号 物品売買契約の締結について (令和７年度 新富町貨物自動車(クレーン機能付きトラ
ック)購入) 可決 全員

議案第２５号 財産の無償譲渡について 可決 全員

議案第２６号 公の施設の指定管理者の指定について(新富町一ツ瀬川スポーツレクリエーション施
設) 可決 全員

報告第　１号 専決処分の報告について (令和７年度再編関連訓練移転等交付金事業富田浜公園整
備工事請負変更契約の締結について) ー ー

報告第　２号 専決処分の報告について (損害賠償の額を定め和解することについて) ー ー

報告第　３号 専決処分の報告について (令和７年度 新富町文化会館天井他改修工事 (２工区)請負
変更契約の締結について) ー ー

報告第　４号 専決処分の報告について (令和６年度 富田浜公園改修工事請負変更契約の締結につ
いて) ー ー
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議会傍聴アンケート　＜回答者 19名＞
議会傍聴について

議会だよりについて

傍聴環境に関する不満や要望

議会傍聴そのものへの感想

議会傍聴の
頻度について はじめて

はじめて

時々行く
時々行く よく行く

よく行く

２回目

２回目

議会だよりは
読まれていますか？

毎回読む
毎回読む

時々読む時々読む
あまり読まない

あまり
読まない

読まない

読まない

傍聴の
目的・理由は？ 議会や町政に

関心がある

議会や
町政に
関心が
ある

議案や質問内容に
関心がある

議案や
質問内容
に関心が
ある

その他

その他

どんな情報を
知りたいですか？

一般質問

一般質問

議案

議案
委員会活動

委員会活動

議案の賛否

議案の
賛否

• 質問や答弁が早口で聞き取りにくい。
  ボリュームを上げてほしい。
• 傍聴席から議員の姿が見えない。
• 傍聴者が少ないのは残念。

• 議場で傍聴すると、議会だよりでは分からな
  い雰囲気や口調が伝わり、理解が深まった。
• 町政の問題点や取り組み状況が理解できて良
  かった。

• メモが取りにくいので板（ボード）が欲しい。
• アンケート記入用のボードがあると書きやすい。
• メモ用にバインダーがあると良い。

• 自分も大変勉強になった。
• 多角的な視点から意見が聞けて勉強になった。
• 高齢者支援の対策や町の現状を知ることができた。

　令和７年度は、延べ７２名の方に傍聴いただきました（３月７名、６月１５名、９
月１８名、１２月３２名）。アンケートでは、「議会や町政に関心がある」「議案や
質問内容に関心がある」という回答が多く、議会活動への期待の高さがうかがえまし
た。また、議会だよりに関しては、「一般質問を知りたい」という声が最も多く寄せ
られ、情報発信においても引き続き重点的に取り上げてまいります。

アンケート結果を踏まえての所感
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総務産業常任委員会行政調査

基地対策特別委員会行政調査

商店街全体を一つのホテルに見立てて運営する「SEKAI HOTEL Osaka Fuse」を視察。

　今回の視察では、空き家や空き店舗を客
室として再生し、商店街や銭湯と連携して
地域全体を“宿泊体験の舞台”とする分散
型ホテルの取組を学んだ。元衣料品店を活
用したフロントや、元和菓子屋を改装した
客室での滞在を通じ、地域資源を生かした
にぎわい創出の可能性を実感しました。

この事業は企業が主体となり、空き家所
有者や商店街へ働きかけて進めている点
も特徴的で的である。新富町での導入に
は検討が必要だが、空き家活用や商店街
との連携など、多くの示唆を得た。今後
も町の活性化に資する取組を研究したい。

　F-35Bの配備・運用に伴う騒音対策として、嘉
手納基地周辺遮音壁等の視察を通じ、遮音壁は一
定の効果があるものの、費用対効果を踏まえると
緩衝緑地帯などの整備も有効であると感じた。ま
た、F-35Bの騒音が住民負担の最大要因であるこ
とを再確認した。騒音区域の見直しに向け、委員
会として理解を深め、国への要望活動が実効性を
持つよう今後も取り組む必要があると強く感じた。

- 所　感 -

- 所　感 -

提携する銭湯・飲食店で
のサービスなど、町全体
が一つのホテルとして機
能する仕組みを体験。

・遮音壁の効果は約１０dB　
　の騒音低減との説明。

・嘉手納基地周辺の騒音コン 
　ターは広範囲が85W区域 
　に指定。区域見直しの可能 
　性について示唆を得た。

元和菓子屋さんをリノベ
ーションした客室に滞在。

嘉手納基地（道の駅かでな）

普天間基地（嘉数高台公園）

沖縄防衛局
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　町民の皆様の温かい
ご支援により、町議会
議員に初当選いたしま
した屋宜直美（やぎな
おみ）です。現役で子
育てに向き合う母とし
て、またひとり親家庭
の当事者としての経験

を生かし、多様な視点
から新富町の未来づく
りに取り組んでまいり
ます。
　町民の皆様の声に真
摯に耳を傾け、一つひ
とつの課題解決に誠心
誠意努めてまいります。

新人議員紹介

３月定例会期中の現地調査

広報特別委員会行政調査・研修報告

　車載式枝払い機の機械操作には
熟練技術が求められ、早期の技術
習得が重要だと感じた。

　日向新富駅の改札機設置とバリ
アフリー化の進展を確認。誰もが
利用しやすい環境整備が着実に進
んでいると感じた。

　文化会館の天井改修では狭所で
の作業など改修特有の苦労が見受
けられた。見えない部分の努力に
支えられた会館を、安心して利用
していただきたいと思います。

　今回の開成町議会の視察を通じ、広報は単
なる情報発信ではなく、町の未来を形づくる
重要な基盤であることを改めて実感した。紙
と動画を組み合わせた「二層構造の広報」や
若年層への継続的なアプローチ、議会全体で
広報を担う体制づくりは、新富町議会にとっ
て大きな示唆となった。また、広報改革には
意欲だけでなく、継続できる仕組みと現実的

な費用設計が不可欠である。開成町ではウェ
ブ委託費を5年間で1,000万円と明確に設定
しつつ、動画編集などは議員が担うことで運
用コストを抑えていた。新富町でも、外部委
託と内製化の線引きを明確にし、限られた予
算で最大の効果を生む広報のあり方を検討し
ていく。

「自然と見たくな
る」「クリックし
たくなる」ように
導く手法（ナッジ
（Nudge）デザ
イン）。

紙面からホ
ームページ
へと誘導

　講師の前田先生から本町議会だよりの改善点
を学びました。「伝えるべきこと」を簡潔に書
く重要性を再確認し、住民に信頼される広報づ
くりへの視点が大いに得られた研修でした。

●全国町村議会広報クリニック●

町民の皆さま、
よろしくお願いします。



SHINTOMI
2026

宮
崎
県
新
富
町
議
会
だ
よ
り

■
発
行
責
任
者
／
新
富
町
議
会
議
長　

阿
萬
誠
郎　
　
　
　
　
　
　

■
印
刷
／
ふ
く
し
げ
印
刷

　

ア
メ
リ
カ
と
イ
ス
ラ
エ
ル
が

「
イ
ラ
ン
の
核
開
発
阻
止
」
を

掲
げ
て
大
規
模
な
軍
事
攻
撃
を

開
始
し
て
か
ら
１
カ
月
以
上
が

経
過
し
ま
し
た
。
イ
ラ
ン
も
反

撃
に
転
じ
、
ホ
ル
ム
ズ
海
峡
の

封
鎖
や
周
辺
国
へ
の
攻
撃
を
行

い
、
そ
の
影
響
で
原
油
価
格
が

高
騰
し
て
い
ま
す
。

　

日
本
で
も
ガ
ソ
リ
ン
価
格
が

上
昇
し
、
一
部
で
は
１
リ
ッ
ト

ル
２
０
０
円
を
超
え
る
地
域
も

あ
り
ま
し
た
。
政
府
は
補
助
金

投
入
や
備
蓄
原
油
の
放
出
で
、

現
在
は
約
１
７
０
円
ま
で
下
が

っ
て
い
ま
す
が
情
勢
は
不
安
定

で
す
。
物
価
高
が
続
く
中
、
さ

ら
な
る
家
計
へ
の
影
響
が
懸
念

さ
れ
ま
す
。
イ
ラ
ン
情
勢
も
ウ

ク
ラ
イ
ナ
情
勢
も
、
一
日
も
早

い
終
結
を
願
う
ば
か
り
で
す
。

し
ゅ
ん
じ

議
会
広
報
特
別
委
員
会

連
絡
先　

議
会
事
務
局

電
話
３
３-

６
１
３
９

委
員
長

副
委
員
長

委

員

羽
田
野　

治

小
山　

早
苗

今
村　

行
信

松
浦　

美
緒

石
﨑　

俊
二

揖
斐　

兼
久

　街を彩る花々を支えてくださる皆様に深く感謝申し上げます。特に無償ボランティアの皆
様の献身的な手入れは、街に潤いを与え、人々の心を癒やす大きな力となっています。町民
の皆様も、ぜひ大切に育てられた花々を愛でに足を運んで、温かで穏やかな春の訪れを感じ
てみませんか。

平和公園平和公園

竹渕地区集会所竹渕地区集会所

日
向
新
富
駅

日
向
新
富
駅

チャレンジフィールドチャレンジフィールド 新馬場地区集会所新馬場地区集会所

田中地区集会所田中地区集会所上新田学園前上新田学園前
松永さん宅松永さん宅


